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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  宮城県気仙沼市立鹿折中学校    

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      レ中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒988－0812  

       宮城県気仙沼市大峠山 1-263    

  E-mail  shishiori-chu@kesennuma.ed.jp   

  Website                       

  児童生徒数  男子 77名   女子 74名  合計 151 名 

        児童・生徒の年齢 12歳～ 15歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

レ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

レ そのほか（ 福祉，地域復興  ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１ 本校のＥＳＤでめざすもの 

(１)ＥＳＤのねらい（※本校ＥＳＤでねらうもの） 

   ＥＳＤの基本的な考え方の一つに，「他者との関係性，社会との関係性，自

然との関係性を認識し，『関わり』『つながり』を尊重できる個人を育むこと」

があるが，本校のＥＳＤで取り組んでいる防災学習は，自然の領域である「災

害」について学ぶとともに，自分の将来や地域・社会との「つながり」を通

して， 

    ○災害に備え，発生時・後に対応できる力を養うこと 

    ○災害時に少しでも被害を少なくする「減災」の意識を高めること 

    ○学校を起点とした災害に強い地域づくりに貢献すること 

  をねらいとしている。 

(２)ＥＳＤで育てたい資質・能力（※本校ＥＳＤを通じて，目指す児童生徒の姿） 

    ・災害に対して自らの身を守り，乗り切る力をもつ生徒 

  ・災害に対する正しい知識を備え，主体的に行動する力をもつ生徒 

  ・地域の復興に貢献しようとする意欲をもつ生徒 

 ・安心・安全な社会づくりに貢献しようとする意欲をもつ生徒 

(３)本校ＥＳＤの特徴 

  気仙沼市北東部に位置し，山と海に囲まれた自然豊かな環境にあったが，

東日本大震災により学区の大半が壊滅的な被害を受けた。総合的な学習の時

間では，生徒が地域を見つめ，自分の生き方を考えながら，地域でよりよく

生きようとする力を育むことを継続してきた。特に，防災学習では，全校縦

割りのグループまたは，全校一斉に，ガイダンスや避難所設営訓練などの学

習を行っている。他学年の生徒とのふれあいや自分の意見を伝え合う活動な

どを通して，学び方やものの考え方を身につけるとともに，防災意識の向上

と自他の安全を確保する行動を主体的にとろうとする態度を育くんでいる。 

 

２ 本年度のＥＳＤ実践概要 

  総合的な学習の時間を中心に防災学習に取り組んだ。 

（１）防災学習の日の設定 

   毎月１１日前後に設定している。朝学習の時間や学級活動の時間を活用し，

防災学習に取り組んだ。（防災学習副読本や防災学習シートの活用） 

（２）各種避難訓練 

   ６月に地震想定避難訓練， 

１１月に火災想定避難訓練を 

実施した。また，不定期にシ 

ョート避難訓練も実施した。 

 

 

（３）引渡訓練（６月実施） 

   鹿折小学校と合同で，災害時や緊急時に，生徒を安全・確実に保護者に引

き渡すための訓練を行う。 
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（４）避難所設営訓練 

   避難所開設の初期対応を中学生だけで行う訓練。 

避難所開設のために必要な事柄や役割を，ロール 

プレイを通して理解させる。仮設住宅の方も参加 

した。 

（５）学年ごとの防災学習 

   今年度は，１年生で「防災講話」，２・３年生で「救命・救急講習」を行っ

た。 

（６）防災マップ（通学路安全マップ）づくり 

  各自の通学路を中心とした防災マップづくりをとおして，災害時の避難場

所や地区の危険箇所などを把握させた。 

（７）各種安全教室 

   交通安全教室や携帯安全教室，非行防止教室など，各種安全教室を開催す

ることで，防災に限らず，日常生活の中で安全・安心な生活を送ろうとする

意欲を高めさせた。 

（８）地域研修 

   鹿折地区の復興の歩みを，災害公営住宅建設現 

場の見学を通して実感させるとともに，将来，自 

らが地域の復興に貢献しようという意欲を育てる 

目的で実施した。 

 

 

３ 課題から見えてきた今後の方向性 

 ・防災学習やふるさと学習の場面で，地域の人材や学習素材，及び関係諸機関

をより活用できるような計画を立案していくことが必要である。そうするこ

とで，生徒が地域に愛着を持てるような方向性でカリキュラムを組み立て，

地域に貢献できる人材を育成できるようにしたい。また，鹿折小学校との連

携を強め，義務教育９年間を見通した防災教育計画を考えていきたい。 

 ・鹿折中学校防災教育協力会議（仮称）を立ち上げ，学校の防災教育に地域の

協力を得られるような体制づくりを進めることで，鹿折地区の防災力向上の

一助となるようにしていきたい。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

レ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 


